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　要約：　男子大学生488名、女子短大生499名を対象にr親と子の絆」に関する質問紙調査を行なった。自宅逼学生

に比ベアパートや寮からの通学生は、家族関係が良好であると回答した学生が多かったが、出生順位や祖父母との同

居など表面的な家庭状況と親子関係の項目とは、ほとんど関連が認められなかった。対象学生の親子関係はおおむね

良醇であった。 女子に比べ男子の大学生では、父や母をr嫌い』・rしっけが厳しい」・r過保護」と思う割合が少

なく、r放任主義』と思う割合が比較的多かった。男子学生の愁訴は女子学生と些べて・r肩こりがある」・r太り

気味である』、「風邪をひきやすい」、「便秘をしやすい」、r熱が出やすい』などが少なく、「骨折をしたことが

ある」、rやせ気味である」など、またr特に問題はない」が多かった。男子学生の様々な愁訴項目は・親子関係項

目と密接に関連していたが、r家族関係が良好でないjとの関連は余りみられなかった。
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1、はじめに

　女子短大生の親と子の絆については別の報告でLω、

また、その絆と健康との関達に関しては前回報告したの

で3）、それらと比較しながら今回は主として、男子大学

生の親子関係と健康にっいて分析しようと試みた。

　卒業後、女子短大生の多くは保育所や幼稚園で保育者

となり・また男子大学生の多くは」般の会社貝や公務員

となる人達である。将来は規となり自分の子どもを育て

る青年男女の親子関係がどの様に形成されてきたか、ま

た、それと健康との関連などを分析することにより現代

の親と子の絆について考えてみたい。

II》対象と方法

　福岡県にあ為九州産業大学工学蔀と商学部の男子学隼

322名（1年生）、第一経済大学の男子学生166名（2年

生）を対象に1992年6月に（以下A群と略す）、また同一

県にある第一侭育短期大学幼児教育科の女子学生499名

（1年生250名、2年生249名〉を対象に1991年10月に（

以下B群）、前回報告（神奈川県にある和泉短期大学児

童福祉科の女子学生、以下C群）と同様のr親と子の絆」

に関する質問紙調査を行い、全員より回答を得た。

IH、結果と考察

1、家庭、生活上の背景

　A群、B欝とも同年代の人口構成4）と比べて、兄弟数

はやや多く、出生順位はやや早い傾向が認められたが、

C群ほど明確ではなかった。祖父母との同居の有無では

国勢調査5》とほぼ同様の割合であった。

　自宅通学者の割合はA群41．5％、B群48．2％であり、

C群78・6％に比べて少なく、A群はアバート（38，8％）、

B群は寮（46・0％）からの適学者が比較的多かった。

　学生の自宅は、 A群、B群とも半数以上が住宅地域に
あり、次に濃山村・漁村地域が多かった。A群の69．8％、

B群の9L4％は九州地方に自宅があり、次に中国、近畿、

四国地方が多かった。

　以上の項目の中で、自宰適学生に比ベアパートや寮か

らの通学生は、A群、B群とも、家族関係ことに母親と

の関係が良好であると回答した学生が多かった（p〈

0・001）。しかし、その他の家庭・生活上の背景と親子

関係の項目とは、ほとんど関連が認められなかった。親

元を離れて親のありがたみを再認識する学生は多いので

あろうが、その他の表面的な家庭状況が直接、親子の絆

に影響することはほとんどないと考えられる。

2、親、家族との関係

　A群、B群の学生の親との関係を表1に示す。「親の

愛情を受けられなかった」、rもっと大事にしてほしか

った」≧よく思う学生は1～2％と少なく、ことにA群

の多くの学生は親子関係が良好であった。B群、C群に

比べてA群の学生は、父や母をr嫌い」、rしつけが厳

しい」、「過保護」と思う割合が少なく、「放任主義」

と思う割合が比較的多かった。女子に比べ男子の大学生

に対して親は、より信頼またはあきらめており、心配事

は比較的少なくなっている可能性が考えられる。

　「親と子の絆」を大切にしたいと思う学生はA群89．

7％・寧群94・3％ と多かった・しかし・それはr愛情の

っながり』であると回答した割合は、B群77．5％に対し、

A群では49・5％と比較的低く、r血のっながり」33．3％、

r生活上のうな餌り」10・7％との回答が比較的多かった。

女子学生に比べて男子学生は、親からよく育てても らっ

ていると感じてはいるが、親子関係をより冷静にさめた

目でみているようであづた。親ぱなれ・子ぱなれがタり

進んでいると考えられる。

　A群、B群の家族（父、母、兄弟、祖父母、家族全員）

との関係は、rまあ良好』も含めると、88％以上の学生

が「良好である」と回答していた。

　A群、B群の、父母または家族全員との関係の良好度

と、「もっとよく育ててほしか？た」との相関係数rは

一〇・15～一〇・28、r親の愛情を受けられなかった」との

rは一〇．20～一〇，39、「もっと大事にしてほしかった」

とのrは一〇・18～一〇．35、r父親を嫌い」とのrは一〇

・21～一〇・52、r母親を嫌い」とのrは一〇．18～一〇。44

であり、いずれも有意に（p＜0．01）関連していた。男

女とも親子の絆の形成が不十分な場合に、以上のような

気持ちを学生は親に対してもっようになると考えられる。

　しかし、A群、B群とも、家族関係の良好度と、父ま

たは母の「しっけが厳レい」、「過保護」、「放任主義」

とのrは、0。00～一〇．12と低かづた。男子、女子とも

に、しっけが厳しかったり、過保護だったり、放任主義

かどうかは、度を超えなけれぱ親子関係に重大な影響を

与えないと考えられる。

3、健康に関する愁訴との関係

　学生自身の健康問題にっいて当てはまる愁訴項目に複

数回答させた（表2）。A群とB群とで大きな差が認め

られたが、B群の結果は、C群とほぽ同様であり、おお
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加藤他二大学生の親子関係と健康

むね平成元年度国民生活基礎調査6，の結果と同様であっ

た。A群の男子学生は、B、C群め女子学生と比べて、

「肩こりがある」｛　「太り気味である」、　「風邪をひき

やすい』、「便秘をしやすい」、「熱が出やすいjなど

が少なく、「骨折をしたことがある」、「やせ気味であ

る』など、また「特に問題はない」が多かった。

①A群の愁訴項目

　A群で「肩こりがある」学生は、「母親を嫌い」、「

母、祖父母、家族全員との関係が良好でない」と回答す

る割合が有意に高かった（pく0・05～0．01）。肩こりが

ある男子学生の家族関係に関して、今後検討していく必

要があろう。しかし、A群で「怒りっぽい」は、．「母と

の関係が良好でない」以外の家族関係の項目と関運（p　

＜0．05）は認められず、後記の女子学生と異なっていた。．

　その他の様々な愁訴項目は、親子関係項目と関連して

いたが、「家族関係が良好でない』との関連はほとんど

みられなかった。「ゼーゼーいいやすい」 学生は、「今

の生活に満足していない」、rもっとよく育ててほしか

った」、r親の愛情を受けられなかった』、rもっと大

事にしてほしかった」、「父のしつけはきびしい」、「

母は過保護」などの回答が多かった（pく0，05～0，001）

。喘息児に対する心理面での配慮、家族関係の調整など

が望まれる。

　「便秘しやすい」学生は、「今の生活に満足していな

い』、「もっと良く育ててほしかった」、「父のしつけ

はきびしい』、「母は過保護」などの回答が多く（p〈

0．05～0．01）、、　「腹痛がある」学生も、　「もっとよく育

ててほしかった』、r父のしつけはきびしい」、r父、

母は週果護」 などが多かった（p＜0乙001）。便秘や腹

痛を有する男子学生は、軽度の過敏性大腸（精神的スト

レスが原因で下痢、便秘、腹痛などが生じる病気）であ

る学生が多く含まれていると考えられる。

　「食欲がない』学生は、「今の生活に満足していない」

、「父のしっけはきびしい」、「父、母は過保護」など　

の回答が多かった（p＜0・05～0・001）。また、r頭が

時々痛い」、「めまいをおこしやすい」学生は、「今の

生活に満足していない」（pく0．01～0。001）、「頭が

時々痛い」、・r轟血を出しやすい」学生は、rもっとよ

く育ててほしかった」（pく0。01～0．001）、「めまい

をおこしやすい」、「自分の体臭が気になる』学生は、

「親の愛情を 受けられなかった」（pく0．05～0。01）、

「風邪をひきやすい」、「自分の体臭が気になる」学生

は、「母は過保護」（p＜0．05～0．01）などの回答が多

かった。A群ではこれらの愁訴と、親子の生活上の種々

の不満とが密接に関連しているようであったが、他の大

学の男子学生についても、今後検討していきたい。

　逆にr自分の健康について特に問題はない」学生は・

「今の生活に満足している」、「よく育ててもらった」、

r親の愛情を受けられた」、r母は過保護でない」など

の回答が多かった（pく0。05～0．01）。

②B群の愁訴項目

　愁訴項目と親子関係項目の関連でも、B群は・C群同

様の結果が多かった。B群で「怒りっぽい」学生は、「

もっとよく育ててほしかった』、「父、母を嫌い」、「

父は過保護」などの回答が多かった（p〈0・05～0・01）。

これらは学生自身の性格による回答とも考えられるが・

怒りっぽい女子学生に対しては、親子関係や家族関係の

調整が望まれる。また「腹痛がある」学生は、「もっと

よく育七て隊しかった」、「父との関係が良好でない』

なとが多く（p＜0・01）・C群と同様の結果であった。

　その他、rけがをしやすい」学生は、r親の愛憎を受

けられなかった』、　r母を嫌い」、r母のしつけはきび

しい」、「父、母は過保護」なごの回答（p＜0・05～0

．00ユ）、「熱が出やすい』学生は「もっとよく育ててほ

しかった」、「もっと大事にしてほしかった」などの回

答 （pく0．05～0．001）、「ゼーゼーいいやすい」学生

は、「もっと大事にしてほしかった』、「父は過保護」

などの回答が多かった（p〈0，師～0，001）。これらの

愁訴をもつ学生の家族関係は、必ずしも悪くはなかった

が、けがや病気をしやすい女子への配慮は大切であろう。

③愁訴数

　「特に問題はない」以外の愁訴項目総数は、学生一人

当りA群2．37±2．13個、B群3．41±2・41個であり、A群

に少なかった（p＜0．001）。A群、B群とも家族関係

が良好であると回答した学生ほど、愁訴数が少ない傾向

は認められたが、C群ほど明確ではなかった。
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衰1　親との関係

質問内容 対敦 回答数 よくある 時々ある 余りない 全くない

％ ％ ％ ％

っもっとよく育ててほしかったと思う A群 485 a且 L67 4a7 375
B群 497 4．6 225

38．4 34．4

超催を受けられなかったと、思う A 485 29 a5 396
48．0

、B 498 1．4 14．1 325 520

大耶にしてほしかったと思う A 485 α8 56
3＆8 54．8B 498 a2 94 376 508

D父親を嫌いだと、思ったことがある A 485 91 305 3a5 233
B 495 125 3a2 309 204

D母親を嫌いだと，思ったことがある A 484 48 3G2 436
21．5B 498 ao 3a3 426 191

父親の「しつけ』は厳しいと思った A 485 159
2α6 353 2a2

B 493 la1
2α9 361 2ag

母親の「しつけjは厳しいと思った A 484
11．4

271 390 225
B 498 1a3 3Z7 373 137

父親を「過保護」だと思った A 485 4．9 134 3a5 452
B 494 126 2】．7 354 3G4

傲親を『過保護Jだと思った A 484 79 182
38．4 355

B 498 90 229 334 297

父親を「放任主義』だと思った A 485 130
21．2 38．8 270

B 492 73 161 352
41．5

母親を　「放f壬主義』だと、思った A 483 a2 159
44．7 3a1

B 498 a4． 14．3 3a5 428

「

衷2、学生の健康問題

処康問題

　1、痩れやすい

　2、・㍑折をしたことがある

　3、やせ気味である

　4、周こりがある
　5、下痢をしやすい

　6、虫歯が多い

　7、おなカ、カq時々諭巧じ、

　8、太り気味である

　9、頭が時々痛い

　10、風邪をひきやすい
　11、怒リっにεい

　12、眠リが浅い
　13、めまいをおこしやすい

　亘4、腹痛がある

　15、ゼーゼーいいやすい
　1 6、鼻面しを出しやすい

　17、けがをしやすい
　18、学校を休むことが多い

　19、便秘をしやすい

　20、自分の体奥が気になる

　21、湿疹が多い

22、食欲がない
23、口の中にブガツできやすい

24、熱が出やすい

に5・特に隅璽ない

A群

回答学’1敷（％）

i3群

U8（24・6）　M5（29・2）

IO6（22・DF　63（12・7）

88（且8・3）　　14（2・8）

82（足7・1）　艮76（35・5）

80（16・7）　57（11・5）

73（15・2）　89（［7・9）

71（M・8）　102（20・6）

61（12・7）　UO（22・2）

60（12・5）　90（18・1）

58（12・1）　149（30・0）

48（10・0）　62（且2・5）

雇6（9・6）　　37（7・5）

39（8・D　　56（11・3）

33（6・9）　　40（8・1）

26（5・4）　　26（5・2）

25（5・2）　　25（5・0）

20く4・2♪　　39（7・9）

20（4・2）　　27（5・4）

17（3・5）　16呂（33・9）

15（3・1）　　3（0・6）

11（2・3）　　20（4・0）

U（2・3）　　IO（2・0）

旦UくZ・夏，　　　　　　3Z（6・5）

6（1・3）　　27（5・4）

125（26’の ．i9（7’91＿
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